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学校施設のバリアフリーに
は、建物の整備だけでなく、互
いを気遣う「心のバリアフリー」
が不可欠です。
車いすを使う方が不便を感
じる原因は、本人にあるのでは
なく「段差やエレベーターのな
い建物（社会の側）」にあるとす
る「障がいの社会モデル」とい
う考え方があります。本市では
この考えに基づき学校施設の
整備を進めており、令和７年度
は河曲小学校で「おもいやり駐
車場」の区画を新設しました。
一方で、スロープ出入り口付
近での立ち話や駐輪といった
何気ない行動が通行を妨げる
など、新たなバリアをつくってし
まう場合もあります。そのため
学校では、人権教育を通して相
手の立場に立って考え、自分や
他者の人権を守る行動力を育
んでいます。施設というハード
面の整備だけでなく、一人一人
の「心のバリアフリー」というソ
フト面である人権教育をともに
進め、誰もが安心して過ごせる
学校と社会を実現していきま
しょう。 

バリアフリーと
　　学校施設

ひろげよう

人権尊重の輪

テレビ広報

「鈴鹿五感」YouTube配信中！

鈴鹿市の情報発信

（　）内の数字は1月からの累計とその前年との比較です。

事故数などは暫定数です。

（　）内の数字は前月との比較です。

マイ広報紙
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公式アカウント

鈴鹿市公式
インスタグラム

広報すずか
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鈴鹿市公式
facebook

鈴鹿市公式Ｘ

#67 ヴィアティン三重バスケットボール
鈴鹿市をホームタ
ウンとして活動する
「ヴィアティン三重
バスケットボール」。

躍動感あふれる練習やこどもたちと触れ
合う出前授業の様子を紹介します。

鈴鹿市からの
お知らせ
（5分間）

7時50分
16時30分

月・水・金曜日

8時03分
17時30分

火・木曜日

7時54分
13時54分

土・日曜日

78.3MHz

※パソコンやアプリでも聞けます。詳しくはSuzuka Voice FMのウェブサイトで

ラジオ広報すずか

教育政策課
☎059‐382‐9049 　　059‐383‐7878
人権政策課
☎059‐382‐9011 　　059‐382‐2214

事故数/499件、うち
人身事故29件（3,964件、145件増） 
死者数/1人（3人、2人減) 
傷者数/42人（ 251人、67人増）

出動数/1,004件（7,496件、144件減）

人口/192,006人（50人減） 
世帯数/91,043世帯(52世帯増）

［8月31日現在］

火   災

交   通

人口・世帯数 

救   急

すずかデータバンク  すずかデータバンク  

両手のひらを近づけて向かい合わ
せ、水平に回しあう(餅を丸めてい
る様子を表現)。

両手のひらを前後に合わせながら、
前後を反転させる(さくらの花びら
を表現)。

さ
く
ら
餅

左手人差し指を伸ばし、右手の親指
と人差し指で作った輪をつけ根か
ら3回のせる(串団子の形を表現)。

み
た
ら
し
団
子

単語の表現
などを動画で
ご覧ください

障がい福祉課
☎059-382-7626  　059-382-7607
　shogaifukushi@city.suzuka.lg.jp

手と手で
こころをつなぐ

このコーナーでは、手話に対する理解と普及を図るため、
皆さんに手話に関する情報を発信しています。

「和菓子」についての手話を覚えよう!

件　数/11件、うち建物3件（60件、6件減）


